
現代文化学科�3�ポリシー 

ディプロマ・ポリシー 

人文学部現代文化学科は、以下の学位授与方針に基づき、その基準に達したものに学位を

授与する。 

（知識・理解） 

観光文化分野、交流文化分野、日本文化分野の専門的授業において、日本を含めた多様

な国・地域の言語・歴史を習得し、価値観を知り、文化に関する深い理解を身につけている。 

（汎用的技能） 

世界及び日本の文化を見直し、その共通性と相違性の双方を認識して、適切な思考・判断

ができる。 

（態度・志向性） 

外国のみならず自国の文化を深く理解する立場から、地域を知り、異なる文化間の橋渡しを

しようとする姿勢・態度を身につけている。 

（総合的な学習経験と創造的思考力） 

学科の学びによって得た知識・技能・態度等を総合的に活用し、人類の営みである文化とい

う視点から、自ら新たな課題を発見し、その課題を解決する能力を身につけている。 

カリキュラム・ポリシー

人文学部現代文化学科では、学科ディプロマ・ポリシーに基づき、人類の営みを広く文化と

いう視点で捉え、観光文化分野・交流文化分野・日本文化分野の三つの側面から理解するた

めのカリキュラムを編成する。 

教員志望者には、「国語科教育法」や「教育実習」を通じて、きめ細かな指導を受けられる

科目を開講している。 

（知識・理解） 

1年次の必修である「情報リテラシー」で大学に於ける学びの基本を修得し、選択必修科目

である「観光文化論入門」「交流文化論入門」「日本文化論入門」を履修し、学科の学びの柱

である 3つの分野の基礎を習得する。 

（汎用的技能） 

1年次では、「First-Year English」「スタディスキル」などの必修科目群を履修し、大学生

として必要な基礎学力・技能を身につける。 

（態度・志向性） 

2 年次の「アカデミックリテラシー」・「現代文化基礎演習」、3 年次の「現代文化演習」と段

階を踏むなかで、各自のテーマや関心事に沿って学びの分野を選択できるよう、各分野の基



本をより深く理解できる専門科目群を履修する。 

（統合的な学習経験と創造的思考力） 

より実践的な科目として、ホテルや空港施設での実習、欧米やアジアを始めとした国外及び

国内への研修旅行を実施している。 

4 年次には、「卒業研究」において、各自のテーマに沿ってこれまでの学びを集大成した研

究をまとめ、自ら課題を発見・探究し、新たな価値を創造する。 

  

 

アドミッションポリシー 

現代文化学科は、文化という面から、幅広い知識を学び、深く思考をめぐらせて構想力を磨

き、社会に貢献できる実行力を持つ人材の育成を教育の目的としている。次のような学力を持

つ人の入学を期待する。 

（知識・技能） 

文化について学ぶために必要な国語と英語の基本的な知識・技能。 

（思考力・判断力・表現力） 

日本や海外の文化、文化の交流、観光と文化との関わりについての思考力・判断力・表現力。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）  

社会に関心を持ち、積極的に関わろうとする態度。 

 


